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審査の 結果 の要旨

氏名 岡本 美

本研究 軌 高齢者にお ける大腸癌の 臨床的特徴を明ら かに するために
､ 大腸内視鏡検

査を施行 した症例を対象に して
､ 年齢に よる大腸癌 の局在 の凄 い を検討 し

､ さらに大腸
癌 の進行度 ･ 形態別 に検討 したも の で あり ､ 下記の 結果を得て い るo

1 I 1 9 9 5 年 9 月 か ら 8 年 1 0 ケ 月間に初Pl の 大腸内視鏡検査が施行され た壬0 , 5 2 9 例 の

申か ら､ 9 3 5 例 1
, 0 3 1 病変 の大腸癌が発見された ｡

2 ･ 年齢階層別 に みた大腸癌 の 分布を検討する と ､ 右側結腸 (盲腸 ･ 上行結腸 ･ 横行

結腸) の 畠める割合は
､

4 9 歳以 下で 1 1 ･ 7 % (7/6 0) ､ 5 0 歳代 で 1 8 . 8 % (3 9i2 O 7) ､ 6 0

歳代 で 2 9
･ 0 % (1 0 0/34 5) ､ 7 0 歳代で 弧 3 % (1 1 7i2 9 0) , 8 0 歳以上 で 4 7 . 3 % (6 1jl 望9)

で あり ､ 高齢に なるほ ど､ そ の 割合は有意に増加 した(p < o ･ o o 1 , C o ch r a n
-

A r m i七a g e

t e s t) o

一 方
､
大腸腺鹿 7 , 7 5 4 病変に つ い て も同様に検討する と､ それ ぞれ 4 9 歳以

下 3 9 ･ 6 % (2 3 8!6 0 1) ､ 5 0 歳代 楓 4 % (9 4 9/2 1 3 6) ､
6 0 歳代 5 0 . 0 % (1 3 9 3!2 7 8 7) ､ 7 0

歳代 5 5 ･ 6 % (1 0 1 4/1 8 望5) ､ 8 O 歳以 上 5 7 . 3 % (2 3 2/4 0 5) で あり
､ 高齢者に右側結腸 の

古める割合は増加するもの の (p < 0 .0 0 1) ､ 大腸癌と比較 して 年齢による差異は顕

著で なか っ た ｡

3 ･ 大腸癌 1
,
0 3 1 病変 を進行度 ･ 形態別 にみると

､ 進行癌は 4 8 9 病変 ､ 表面饗早期療

1 1 2 病変､ 隆起型早期療 4さ0 病変で あ っ た｡ 表面型と隆起型早期癌 の 臨床的特徴

を比較すると ､ 平均年齢で は､ 表面型 6 7 . 6 歳 ､ 隆起型 6 4 . 1 歳で あり ､ 表 面型が

有意に高齢で あ っ た(p < o . o 1) o 7 0 歳以上 の症例 の割合 も､ 表面型 4 1 % (4 6il 1 2) ､

隆起型 3 2 % (1 3 914 3 0) と
､ 表面型で有意に多か っ た(P 〈O . 0 1) o 病変の 右側結腸 に局

在する も の の 割合 臥 表面型 4 5 % (5 1/11 2) ､ 隆起型 1 9 % (8 5/4 3 0) であり ､ 表面型

4 .

で有意に 多か っ た(p < 0 ,0 1) ｡ すなわち ､ 表面型早期療は ､ 高齢者に多く ､ 右側結

腸 に多く局在 して い たo また
､ 表面型早期療は隆起撃と比較 して ､ 病変 の 大き さ

の 平均が小 さく(1 3 . 3 m m , v 乱 隆起墾 1 7 . 9 m m , p
< 0 . 0 1)

､ 粘膜下層に浸潤 した病変

が多く縫7 % , ⅤS . 隆起型 2 8 %
, P 〈O . 0 1) ､ 線度成分を伴う病変が少 なか っ た(望1 % , v 乱

隆起型 9 3 % , p < O .O l) 0

大腸癌を連行度 ･ 形態別に分類 し､ それぞ れにお ける年齢階層別にみ た分布を検

討 した｡ 進行癌にお い て 右側結腸 の 古める割合は
､

5 9 歳以下で 1 9 . 8 % (2 2jl ll)
､

6 0 歳代で 3 8 . 2 % (5 511 4 4) ､ 7 0 歳以 上で 4 7 . 4 % (1 11i2 3 4) で あり ､ 高齢になるほ ど
､

そ の割合は有意に増加 した(P 〈O . 0 1) ｡ 表面型早期癌でをまそれ ぞれ ､ 5 9 歳以下 3 0 . 8 %

(8!2 軌 8 0 歳代 4 0
.
0 % (1 6/4 0) ､ 7 0 歳以上 5 8 . 7 % (2 7/4 6) で あり

､ 進行癌と同様に



高齢になる ほ ど､ そ の 割合は 有意に増加 した(p < o . 0 1) o それ に対して隆起型早期

癌で は それぞれ ､ 5 9 歳以下 1 2 . 3 % (1 6/1 3 0) ､ 6 0 歳代 1 8 .0 % (2 9/1 6 1) ､
7 0 歳以上

絶 8 % (4 0/1 3 9) で あり
､ 高齢になるほ ど増加す る傾向を認めるもの の(p ' 0 .0 1) ､ 表

面型早期癌や進行癌ほ どの 顕著な増加傾向は認め なか っ た ｡

以上 ､ 本研究で は高齢者にお ける大腸癌 の 臨床病理学的特徴を検討 し
､ 高齢者 で は右

側結腸癌が増加 し
､ 早期療の 形態で は表面型が増加する ことが明 らかに された ｡ 今後 ､

高齢者 の右儲結腸に注目する必要性が示 され ､ 大腸疾患診療に重要な貢献をなすと考え

られ ､ 学位 の授与に催す るも の と考えられ る｡

なお ､ 審査会時点 か ら､ 論文 の 内容に つ い て 以下 の 点が改訂 された ｡

1 ･ 図にお い て ､ 症例数を記入するように 求め られた o

2 ･ 本文中に述 べ られ て い る内容 の なか で ､ 重要なも の を図表と して 追加するように

求められた ｡

3 ｡ 全体 の 文章構成を見直 し ､ 論旨がより明瞭に な るように書き改めた｡

4 . 不適切 な表現を書き改め たo

5 , 考察を書き改め ､ 本研究の 意義をより明瞭に した o

6 . 論文 内容 の要旨を適切な表現に書き改めた｡




